
 

（第２号様式）   
令和６年６月３日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立神奈川総合高等学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒個々の学びを

深め進路実現を図る

教育課程を編成し、

学習意欲と学力を向

上させる。 

  

②カリキュラム・マ

ネジメントを推進

し、教科横断的か

つ探究的な学びを

通して課題発見・

解決できるグロー

バルリーダーを育

成する。 

 

③特別活動等を通し

て主体性、社会

性、協働性、創造

力等の育成を図

る。 

①履修指導を通して、

生徒の学習意欲と進

路実現するための学

力を育成する。  

 

 

②多様な価値観を受容

し、社会に存在する

諸課題に対峙して批

判的に思考する力の

育成を図る。 

 

 

 

 

③学校行事等を通し

て、主体性や協働性

を高め、問題解決に

向かう力を育成す

る。 

①本校の授業の魅力を整

理・発信し、生徒の関

心や進路との関連を重

視した履修指導を充実

させる。 

 

②講演や各行事により諸

課題に向かう意識の涵

養を図る。各教科にお

ける探究的活動に係る

授業研究を推進する。 

 

 

 

 

③学校行事の活性化を図

るため、事前学習の充

実や生徒との意見交換

の場の創出に取り組

む。 

①効果的な履修指導によ

り学習意欲や学力は向

上したか。(履修登録

者数や履修単位数の推

移） 

 

②批判的･論理的に思考

しようとする生徒の意

識を醸成することがで

きたか。（講演の振り

返り、生徒による授業

評価） 

 

 

 

③学校行事等において、

主体的に取り組み、社

会性や協働性を高める

ことができたか。（ア

ンケート） 

     

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

①生徒指導・支援の

組織的取組を推進

し、生徒が安心し

て学べる学校づく

りを進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②部活動や課外活動

を支援し、責任感

や連帯感の涵養を

図る。 

①学校安全を確保した

安心・安全な学習環

境の中で、生徒が自

らの身心の健康を管

理し、意欲的に学校

生活が送れるよう、

生徒支援の体制の充

実を図る。 

 

 

 

 

 

②部活動を通して、責

任感や連帯感の涵養を

促し、生徒の主体的な

活動を充実させる。 

①危機管理マニュアルを

整備し 組織的な危機管 

理体制を構築する。生

徒の日常生活における

変化の速やかな情報共

有を行い、未然防止の

観点に重点を置いた組

織的な生徒指導・教育

相談体制を実施する。

外部支援との連絡調整

を密に行い依頼すべき

ことを適切に判断す 

る。 

②部活動の活性化を図る

ため、部活動説明会や

部活動表彰等を行う。 

 

①危機管理マニュアルに

定める事項を十分に職

員に周知できたか。 

生徒支援について、学

校内における対応や外

部支援への対応につい

て、組織的な対応とそ

の成果・改善点を次年

度へ適切に引き継ぐご

とができたか。 （担

当者による評価） 

 

 

②目標に対し計画性を持

って活動し、外部との

連携を図ることができ

たか。（アンケート） 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①様々な教育活動を

とおして、生徒が主

体的に進路目標を定

め実現していく力を

育成する。 

 

 

 

②キャリア発達課題

を意識した進路指

導の充実を図る。 

 

 

 

①進路行事を通して、

生徒の目的意識、責

任感を養う。生徒一

人ひとりのニーズに

合った進路情報の提

供を行う。 

 

 

②全職員が生徒の主体

的な進路実現のため

に様々な場で適切な

アドバイスができる

よう情報共有を行う

とともに、職員の進

路への意識を高め

る。 

①進路行事の目的と意義

を生徒に周知し、自分

自身で進路を決定する

という意識を高める。

学校外の活動の情報提

供を充実させ生徒の参

加を促し、責任感を養

う機会とする。 

②全職員に対し teams の

機能を活用して生徒の

進路目標、進路指導に

資する種々の情報提供

を行う。教員向けセミ

ナー等の情報提供も行

い、意識を高める。 

①進路説明会や模試の実

施に際し、目的の共有

ができたか。生徒への

情報提供について、内

容や頻度は適切だった

か。参加人数は変化し

たか。 

 

②職員の進路指導に対す

る意識は向上したか。

進路冊子や各種情報誌

の閲覧頻度、セミナー

等への参加者は増えた

か。 

 

 

     

４ 地域等との協働 

①地域資源を活用し

た教育活動を行

い、未来社会を切

り拓くための資

質・能力を育成す

る。 

 

②家庭、地域社会等

との連携・協働に

より、持続可能な

社会の創造を図

る。 

①授業やグローバル教

育に係る行事等で外

部資源を活用し、社

会に存在する諸課題

について多角的に捉

え批判的に思考する

力の育成を図る。 

②清掃活動や防災活動

を行い個々の生徒が

地域社会への貢献す

る意義を学ぶ。 

①外部講師を招聘し国際

関係に係る講演や行事

を実施する。他校生徒

と交流･議論する行事

やパートナー校交流を

コロナ禍以前の規模で

実施する。 

②生徒同士や地域の人々

と協力をしながら防災

等の活動を通し理解と

協力の学びの場を設け

る 

①批判的･論理的に思考

しようとする生徒の意

識を醸成することがで

きたか。（講演･行事

の振り返り） 

 

 

②学校と地域の協力体制

が築かれることができ

たか、地域の力を生か

した学校運営や教育活

動が実現できたか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①社会の変化に対応

し、柔軟かつ迅速に

教育課題に取り組

み、社会に開かれた

教育課程の実現を目

指す。 

 

 

 

 

②教育計画とのバラ

ンスを図り、教員

の働き方改革を進

める。 

 

①保護者及び地域と連

携を行い生徒等に安

心した教育環境の活

性化を行う。 

ホームページ、各種

説明会等の内容を充

実させ、家庭および

地域社会に対する広

報力を高める。 

 

②業務の方法の見直し

や分担をすすめ、よ

り一層の効率化を図

る。 

各学習教室等を含め

教育環境の向上を行

いより良い職場環境

を提案する 

 

①ホームページ更新の頻

度を挙げ、掲載情報も

充実させるほか、学校

説明会等で提供する情

報の最適化に努める。  

 

②行事等を精査し開催方

法等について最善策及

び 必要性について 検

討をする。 

業務の負担を担当表な

どで見える化し、業務

の均等な分担に努め

る。teams を利用し連

絡体制を効率化するほ

か、日頃からデータの

整理や物品の管理を呼

びかける。 

①各活動を活性化させ社

会に開かれた教育活動

が 実施できたか。  

（担当各所による評価） 

ホームページの更新は

定期的に行われていた

か。広報活動での情報

提供の方法と内容は適

切だったかを各種説明

会後のアンケートで検

証する。 

 

②職員の勤務状況は改善

したか。データの整理

や物品管理は適切に行

われていたか。 

     

 


